


 

 

●写真とイラストによる情報と、実験結果の書き込みページからなる「オリジナルテキスト」を用意し、

プログラム内容の理解をしやすいようにした。テキスト本文には平易な言葉を使用するとともに、意欲の

ある受講生の発展的な取り組みを促すような内容も加えて工夫した。 

 

・当日のスケジュール 

8:15      受付①（JR 旭川駅集合・送迎バス乗車） 

9:30      受付②（JR 名寄駅集合・送迎バス乗車） 

10:00-10:15 開講式（あいさつ、科研費の説明、オリエンテーション）  

10:20-11:00 フィールド実習①「河畔林の生物多様性の観察」 

11:00-12:00 実験①「生き物の進化と適応のしくみを学ぶ１」 

昆虫種内変異の観察 

DNA 実験（一塩基多型の分析） 

12:00-13:00 昼食（実施スタッフ・大学院生との交流） 

13:00-14:45 フィールド実習②「生き物の進化と適応のしくみを学ぶ２（森に出かけて個性探し）」 

14:45-15:00 休憩 

15:00-15:15 実験②「実験結果をみてみよう」 

15:15-15:30 ミニ講義「今そこにある進化と生物多様性の保全」、質疑応答 

15:30-15:50 修了式（アンケート記入・未来博士号授与） 

15:50       終了 

15:50-16:30 移動・解散①JR 名寄駅 

15:50-17:00 移動・解散②JR 音威子府駅 

15:50-17:30 移動・解散③JR 旭川駅 

 

・実施の様子 

河畔林での生物多様性調査 

DNA 実験（一塩基多型分析） 受講者自身による実験の実施と結果についての議論 
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・事務務局との協力体制 

事務局と緊密に連絡を取って事業を推進した。事務局には、提出書類の確認・修正、委託費の管理・支 

出報告、日本学術振興会との連絡調整を行っていただいた。 

 

・広報活動 

地方遠隔地での開催であるため、以下のようにさまざまな広報活動を行った。科研申請時から高校の先

生に相談してスケジュールを決めた。採択後にいち早く高校の先生に連絡し、開催について告知した。

1300 部のリーフレットを作成し、地域の中学・高校と旭川・札幌など中核都市の高校に配布した。JR

駅、地域の博物館、道の駅、スーパーマーケットを訪問し、リーフレットの設置と掲示を行った。自前の

詳細なウェブサイトを作成し URL をリーフレットに掲載した。さらに、札幌・旭川からのアクセスを容易

にするため、旭川駅からの借り上げバスを用意した。以上の広報活動の結果、定員を超える参加者があっ

た。 

 

・安全配慮 

実施に当たり参加者全員の傷害保険に加入した。分担者・協力者と事前打ち合わせをしっかり行い、安

全対策に対して万全の体制を用意した。プログラム中でのバスでの移動は、経験豊富な技術職員がこれを

担い、事前の下見も行って事故の無いように行った。フィールド実習では、当日は分担者と協力者を各班

に振り分けて受講生の安全確保に常に気を配り、ヘルメットの着用も行った。DNA 実験では、使い捨てエ

プロンと手袋の着用を義務付けた。事前にアレルギーや長靴のサイズを照会し、安全リスクを低減させ

た。 

 

・今後の発展性、課題 

以下に受講生アンケートの抜粋を記す。「参加したことのある他の企画よりも初めて体験することが多か

った。貴重が経験ができる場をありがとうございました。進路選択の一助にもなったと思っています。」

「実験やフィールドワークは楽しい内容のものばかりでした。初めて見る虫や生き物などもありました。

周辺でも探してみたいです。もし来年も都合があえば参加したいです。」「フィールド実習では多数の生き

物にふれ合えて自然を肌で感じることができてとても楽しかったです。DNA 実験でも自分の行った実験が

目に見える形になってとてもおもしろかったです。」「普段することのない体験をすることができてとても

楽しかったです。科学をもっと学びたいと思いました。」「生き物が好きなのでとても楽しかった。川に入

ることはあまりないので水中の生き物を見れて嬉しかった。現在クワガタやハナムグリを飼育しているの

でどう育てれば大きくなるか考える中、ゲノムや環境がやはり重要になることを知れた。標本つくりもし

ているので標本も見れて良かった。」このように非常に好評であった上に、こちらのメッセージもよく伝わ

ったように思われる。この形を継続していきたい。一方、中学生にはやや難解な内容もあったと感じられ



 

 

 

たため、テキストなど、さらなる工夫の余地がある。それから、今回は天候が優れなかった中での実施と

なった。幸い全プログラムは予定通り進めることができたが、悪天候時のプログラムについても詳細な検

討が必要であろう。 
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